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      弱=αS+β  但し α=a/♂ β=b-aL'ん         (6)
兎も角Sl/S2=Xは 次の如 くなる.
      畿;i辛1;・ ÷ ・x     (・)
   或は1・、・1-X・,・P・-1;(X-1)・ ・    (・)
故 に(X-1)と(log PrXlog P2)と が比例す る筈 で,計 算
す ると第2圖 の如 くこの關 係を浦足す る・實験 の結果b'/at=-   6        Z
3.52と なつ た.こ の結果(5)式 の考へ方が正 しい事が判 る.即  5.     5'
                            ヘ
ニ雲鐵 櫨 蹴 瓢搬 巻萱懸 魅 靴 1・
であ・・        劃3
 1) Flory:J. Amcr, Chein. Soc 621057(1940).           Y
 ,)古 川 、離 靴 學,・ ・73(・9、18),化礪 灘,17・23(・949)↑1 _X-/
 3)坂 口,細 、高分子化學,6・83(・949),     00 1・ 7b 
4)富 久,古 川 、化研講鹸,17127(19・1.9)瞬 ゴ・鵬 誌,22  第Z圖
  1(1949)
              (H召 和24イF 7 月  13 [エ '受三 ヨ里.)
        39.人 絹及 ス フの陽 イオ ン活性 剤 を
           用 うる樹 脂 加 工 的 後処 理 法
              齋  藤  楢  夫
 人絹 スフと其の製品鍮出に關聯して共等のナ曾産 と共に最 も重要 な事は言 うまで もな く品質の
改善である.此 の日的達域のためには後塵理方法 による改蒜は後天的の もので,一 慮其の限度
はあると考えられるが,現 下の情勢では夫の工業的實施は原料品質の,或 は製造工程の改.良に
比 し遙かに容易であ り術更重要である.
 從來の人絹スフ及び共の製品の樹脂加工は主として尿素系樹脂が有効の如 く報ぜられてい る.
之は成程人絹 スフの欠黙 こる漁潤張度を,或 程度樹脂の固謝ll二に懸 じて確實 に増加す る.け れ
ども,夫 の欠貼は共の樹脂 自身の性質に基 くものであつて,繊 維 に籐 り澤山固着するとか或は
一種 の漁潤剤や軟 化齊胆)如き所謂可塑剤の助けを借 りなければ,繊 維が茜だ脆 くなり安い事で
あろ う.而 して濃潤張度の増加は{耀閏伸度,及 び特に重要な窺には,結 節張伸度 とに大罷逆比
例してゐる(岡長省略).從 つて此の樹脂により漁潤強度を籐 り高 める事は實用的でなくな り高
々10～15%,夫 以一Eは安全でなく軟化荊や撚潤剤をfli:川しても大艦20～45程 度 と見 られ る.か
、る試藥を川いる事は只に経濟的に不利であるばか りでな く,夫 等が繊維 と果してイ∫機的 に固
着 してい るかどうかゴ問題である,
                   (8') )
        癒藤:人 絹及スフの鳴イオン活性剤を用 うる樹脂旅工的後塵理法
い
 菩者は陽 イオ ン活性 剤 を用い樹脂 によ る繊維 の よ り合理的 な後庭理加工法の研究中,尿 素樹
脂 の如 き熱 固定性樹脂 の特 徴 と他の熱 可塑性樹脂 の特徴 とを結合 して,被 虞理繊維 に是等 爾者
の長所 を象 備せ しめ,上 述 の欠黙を補 う事 を試 み,新 に興味 あ る結果 を得 た.
 實験及結果  薮 で は一 々詳細 に認 め難 いので=・般的 な記 載 に止 め る.尿 素1(重 量)に 封 し
ホルマ リン(CH2()と して)1・5～2.5, Vinyl Alcohol O.02,之 にMelamin O.05～0.1を 交代
に加 えるか或 は共存 せ しめ,一一4定温度で反慮せ しめ之 を(A)液 とす る.(B)液 としてAlbumin
(5～8%溶 液),Cetylpridinium bromide, Le:ithin及Vinyl Acetate(10～12%solu)(或 は
Ro in石 鹸 でStyrol)を 分 散せ る もの等を用意 しむ く.例 えば(A)/5:(B)=100容:10～40
容 な る如 くとり,樹 脂液 と石鹸液 とを混 じ陽性活性剤 を配合 して イオ ン轄 換並 に分散度を高 め
た るくC)液 を作 る.之 を用 い10～30℃ にて30～3分 浸漬 し,100～1300Cに て3a～15分 乾燥 す
る.斯 くして得 られた結果 を総括的 に記 す と,(D浸 漬 條件(温 憂,濃 度,時 聞,試 料 による
浸 漬錐易),絞 り度,乾 燥條 件(温 度,時 聞,乾 燥 方法 と速度 等)が 結果 の性 質 に影響 す る.(2)
漁潤 狽度 の増加 は樹 脂の 固着様式 に關 し,其 の量 に比例 し,漁 潤 伸度,結 節乾弧伸度 に普通 に
け逆 比例す る.(3)各 種の得 られた繊維 の結節乾張度 と結 節卓乞伸 度 との間 には一定の關係 があ
り大罷 比例 して居 り,從 つて伸度 の高 い ものは強度 も高 い.(4)饒 り,多く(A)樹 脂 を固培 せし
め ると,乾 漁彊力 は,叉 時 に彊度 も増 加 して も結節 強伸
度鵬 しく下・.父乾燥温戴 ・塒 問が一aiの髄 鮒 第咽 鯛 錨1量鹸 騰 鷲 蕪
よ り超過した時に於て も,時 には漁潤張度は王昇する事     伸度との關係比較一覧
はあつて も結節乾仲度 を減 少し,又 時には繊維 を全 く甕 80×
なしにする.(5)浸 漬液の濃度は一定の好適範園(7～10 70 x 図町    Q
%)よ り薄 くて も濃 くて も滋潤張度は減少 し,結 節伸度  60  0ロ'
にも影響する.(6)(A)液 の轍 臨 亦鰯 度雄 遡 騰 ロロ葛一・%8・
伸騰 驚 麺
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のみ,叉 は可塑剤 を川いナこものに比し如何に優秀である .4e  ×       , ×
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